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１. はじめに 

グラスハープは誰でも簡単に奏でることのできる楽器である。このことから比較的簡便に振動・波動の

物理教材として利用できる可能性が高い。このようなグラスハープを教材として利用する場合、振動メカニ

ズムの解明・理解は教育上必要不可欠となる。しかしながら、振動の状態を液体の振動を含めて明確に

説明した報告はない。そこで、グラスハープの振動メカニズムを解明するため、グラスの振動および音に

ついて様々な実験を行ってきた[1-4]。しかし、メカニズムを評価するうえで、水面の振動を把握することは

非常に重要である。そこで本研究では、市販のデジタルカメラを用い、水面の振動を把握し、振動・共振

メカニズムについて検討をすることを目的とした。 

 

２. 実験方法 

図１にグラスハープに使用したワイグラスの写真を示す。このグラフに所定

の周波数になるように水を入れグラスの縁をこすり共鳴させた。共鳴時の水面

の振動をグラスの側面から動画撮影した。撮影には Casio 社製 Exilim 

EX-FC100 を用い、ハイスピード動画モードで行った。撮影条件は 1000 fps 

(fps : frames per second)、であり、この時の記録画素数は 224×64 である。 

 

３. 結果 

グラスハープが共鳴している時、水面は、指に同期したグラスの円周を 2 波長とする波と円周上を移動

する微細な波を目視で確認することができる。図１は 994 Hzの音を奏でている状態を 1000 fpsで動画撮

影した共鳴時の水面の微細な波を示している。この図より、994 Hz で振動している時の微細波の波長は

1.0mmであることが分かった。さらに、水の量を変化させ、

振動数を変化させると、振動数の減少に伴い、微細波

の波長は長くなった。このことから共鳴時の微細波の波

長の変化が共振メカニズムに深く関与していることが予

測される。詳細については、当日の発表で報告する。 
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Zu 図１ 実験で使用した

ワイングラス 

図 図２ 水面に生じた微細な波 

     グラスの振動数：994Hz 

撮影条件：1000fps 
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